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本成果報告書および別紙のポンチ絵や写真等についてはセンターHP などで公開を予定しているため、
適切な範囲・内容で記載してください。 

 
〔2〕研究概要・成果 

 
本研究では、同じ環境情報を、科学的な事実の集合、あるいは、ある住民を物語として紹介するフ

ォーマットという２つの伝え方による防災意識の変容の調査を実施した。 
 本研究は、代表者が採択を受けた日本国際賞研究助成により構築されたナラティブとしての 10 年
間の被災者や、自治体職員、研究者の経験を整理した東日本大震災のコンテンツと国会図書館が様々
な情報を集めたアーカイブスをそれぞれ、200 名ずつ体験させた前後の効果の比較効果を実施した。 
 
 その結果、同じ時間の体験にも関わらず、10 年間の震災体験を通じて伝えたい内容として整理され
たナラティブの方が、様々な情報が集められ自由にキーワード検索で情報を見ることができるプログ
ラムより、防災意識得点、災害情報に対する WTP が統計的に有意に高まることが明らかにできた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の成果を反映して、震災体験のナラティブを整理し、海外の方々に体験してもらえるように整備
したサイトのアクセスを改善するための、専門家のアドバイスも受けて改善を行った。   
https://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/agriculture/news/2021/09/japan-prize.php 

 


